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総括  
 

化学物質リスク総合管理技術研究イニシャティブ座長 

安井 至（国際連合大学 副学長） 

 

安井でございます。 

  総括をしている暇がどうもございませんで、単にごあいさつだけさせていただきたいと

思います。 

  本日は、発表者の皆様方から非常に多様な御発表をいただきまして、ありがとうござい

ました。また、座長の方あるいはコメンテーターの方は、主としてイニシャティブ関係者

でございますが、本当にありがとうございました。 

  御来場の皆様方は、本日のプログラム、あるいは講演をお聞きになって、質問もできな

いし、何か変だなと思われたかもしれません。また、プログラムも何やらいろいろばらば

らで変だなと思われたかもしれませんが、実はこの化学物質イニシャティブはまだまだ成

長過程にございまして、先ほどお示しいたしましたマップのように、５つとか、６つとか、

７つのパーツからなっており、自分の分野以外でも他の方がおやりになっているところに

コメントをしていただきたいということで、実を言いますと、本日の順番はあの絵で左の

下からぐるっとプログラムを組んでいきました。ということでございまして、それぞれの

セッションがばらばらというのを意図的にやらせていただきました。それをどういう形に

なるかなと思って聞いていたのですが、何となく最後は収まったかなというようなことで

ございまして、主として座長の先生、コメンテーターの方々、ありがとうございました。 

  あと、お約束でございますけれども、本日の御講演いただきましたことを講演集として

発刊させていただきたいと思っております。したがいまして、講演者の方には、速記を取

ってはおりますが、御協力をいただかなければなりませんので、ひとつよろしくお願い申

し上げたいと思います。 

  また、その講演集とは全く別に、と言いましても中身はかなりオーバーラップするもの

と思われるのでありますけれども、本イニシャティブとしての化学物質リスク管理に関し

ます報告書を作成する方向で、今、検討中でございます。今日の内容をかなりうまくまと

めた形ということでお願いをすることになっておりますし、今、編集のタスクフォースと

いいますか、そういうことを森田先生にお願いをするといった方向で検討が進んでおりま

す。したがいまして、イニシャティブの関係者の方、御協力を是非よろしくお願いしたい

と思う次第でございます。 

  以上でございます。本日はありがとうございました。 
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